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知的障害教育の授業づくりを始めるに当たって 
 知的障害教育に初めて関わる美田先生と園子先生が，授業づくりを始めるに当たって，特別支援学校

のベテラン名取先生にいろいろ聞いています。名取先生は，特別支援教育の経験が長く，知見が豊かで，

知的障害教育の授業づくりをサポートしてくれる頼りになる先輩です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今回，初めて知的障害特別支援学級の担任になりました美田です。 

どう授業づくりをしたらいいのか分かりません。何から始めたらよいで

すか？ 

知的障害教育では，児童生徒の実態把握から授業づくりを始めることが

重要なポイントになります。 

そして，児童生徒の実態によって，指導内容や方法，目標及び評価規準

を常に調整・見直ししていくことが大切になりますよ。 

単元や題材を考えるときには，「児童生徒にどんな力を身に付けさせたい

か？」を常に意識します。その際，学習指導要領に示されている「育成を

目指す資質・能力」を踏まえて，単元や題材を考えましょう。 

「生活単元学習」や「遊びの指導」は国語や算数のような教科ではなく，

「各教科等を合わせた指導」という指導の形態の一つです。他にも，「作業

学習」や「日常生活の指導」もありますよ。 

日々の実態把握からスタートすることが大切なのですね。では，児童生

徒の実態から単元や題材は，どうやって考えたらよいでしょうか？ 
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私は，初めて知的障害特別支援学校の勤務になりました園子です。 

何だか難しそうですね……。 

時間割に，「生活単元学習」や「遊びの指導」と書いてありますが，これ

はどういうものですか？ 

特別支援学級 

１年目の美田先生 

特別支援学校 

ベテランの名取先生 

特別支援学校 

１年目の園子先生 
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なぜ教科ごとではなく，「各教科等を合わせた指導」を行うのですか？ 

児童生徒の実態を大切にすることは，どちらの指導でも変わりません。 

ただし，「教科別の指導」と「各教科等を合わせた指導」では，各教科の目標及

び内容の扱い方が違います。 

「教科別の指導」の場合，児童生徒の実態から，身に付けている力に見合う各

教科の段階を重視して目標及び内容を調整・見直しすることが大切です。 

「各教科等を合わせた指導」の場合，児童生徒の実態から，単元で扱う複数の

教科の目標及び内容を意識するということが違いになります。 

まだ不安なところはありますが，知的障害教育の授業づく

りが，少し分かってきました。もっと具体的に知りたくなり

ました。 

では，これから授業づくりについて一緒に考えていきましょう。 

知的障害のある児童生徒の場合，学習上の特性として， 

・ 学習によって得た知識や技能が断片的になりやすい。 

・ 実際の生活の場で応用されにくい。 

・ 実際的な生活経験が不足しがちである。 

等があげられます。そのため，実際的・具体的な内容の指導がより効果的になり

ます。 

このような特性から，身に付けさせたい力を各教科等に分けて指導するのでは

なく，児童生徒の生活に即し，各教科・領域等を分けずに，これらの一部または

全部を合わせて指導を行うことが効果的だからです。 
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知的障害のある児童生徒の学習上の特性を考えると，「各教科等を合わ

せた指導」が効果的な場合があるのですね。 

「教科別の指導」との違いについて，もう少し詳しく教えてください。 
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授業の構成図 

学習指導要領 

      

年間指導計画 

      

      

児童生徒の実態 
      
 個別の教育支援計画，個別の指導計画  
     
      

児童生徒の実態に合わせて調整・見直し 
      

単元（題材）の目標 

(育成を目指す資質・能力) 
  個別の目標 

(育成を目指す資質・能力)   

 指導内容・方法 

(各教科の目標及び内容) 
 

単元（題材）の評価規準 

(３観点) 
  個別の評価規準 

(３観点)   
      

授業実践 
      

単元（題材）の評価 

(３観点) 
  個別の評価 

(３観点)   
      

授業の評価・改善 
      
  次の授業実践へ   

 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点 

「教科別の指導」も「各教科等を合わせた指導」も，前年度に立てられた年

間指導計画を，今年度の児童生徒の実態に合わせて調整・見直しをし，授業づ

くりを行います。また，その際には「授業改善の視点」（主体的・対話的で深い

学び）（p.2-32）の「主体的・対話的で深い学びをしている児童生徒の姿（例）」

をイメージすることを提案します。 
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授業づくりの基本的な流れに沿って，どんなことを考え，何をしていけばよいかを，「授業づくりの 

Ｓｔｅｐ」に示しました。    ※表記略 別→教科別の指導  合→各教科等を合わせた指導 

Ａ
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
） 

 Ｓｔｅｐ０ 別 p.2-8 合 p.2-17 

事前に確認する 

・ 年間指導計画等の確認 

 ○ この単元（題材）はどんな学習をするのかな？ 

・ 各校の年間指導計画を基に，これから計画す

る単元（題材）と他単元（他題材）との関連，

行事との関連，扱う教科の目標及び内容等を確

認します。 

↓  ↓   

Ｐ
（
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
） 

 Ｓｔｅｐ１ 別 p.2-9 合 p.2-18 

実態を把握する 

 

 ○ 今できること，身に付けさせたいこと

は何かな？ 

・ 個別の指導計画等とこれまでの学習状況を基

に，児童生徒の実態を把握します。 

 ↓   

 Ｓｔｅｐ２ 別 p.2-10 合 p.2-19 

単元（題材）の構想を練る 

・ 目標と評価規準 

・ 個別の目標と評価規準 

・ 単元（題材）計画 

 ○ この単元における児童生徒の「育成を

目指す資質・能力」は何かな？ 

・ 単元（題材）計画と活動内容，扱う教科の目

標及び内容を考えます。 

・ 学習指導要領の各教科の目標及び内容から，

この単元（題材）で児童生徒に身に付けさせた

い力を考えます。 

・ 児童生徒の実態や前単元（題材）までの学習

状況を踏まえて，目標に対応する評価規準を作

成します。 

・ 評価の場面や方法を考えます。 

・ 目標を達成するために必要な教材・教具や指

導方法等を考えます。 

 ↓   

 Ｓｔｅｐ３ p.2-24 

１単位時間の授業の構想を練る 

・ 目標と評価規準 

・ 個別の目標と評価規準 

・ 指導過程 

・ 具体的な個別の支援方法 

 ○ 本時は，具体的にどのような指導や支

援をしようかな？ 

・ 本時の活動内容，扱う教科の目標及び内容を

考えます。 

・ 本時の一人一人の実態に合わせた個別の目標

と評価規準を考えます。 

・ 詳細な指導の流れが分かる本時の指導過程を

考えます。 

・ 個別の指導計画を基に，個の実態に応じた具

体的な指導方法をイメージしながら，指導上の

留意点，指導の手立てを考えます。 

↓  ↓   

授業づくりのＳｔｅｐ 

「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善 

目標・評価規準設定シート 

単元構想シート 

略案シート 
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↓  ↓   

Ｄ
（
Ｄ
ｏ
） 

 Ｓｔｅｐ４ 

授業を実践する 

 ○ 授業づくりのＳｔｅｐで計画した授業

づくりを基に授業を実践しよう。 

・ 一人一人の実態に応じて，分かりやすい言葉

掛けをします。 

・ 計画どおりに進めるのが難しい場合，その場

で変更します。 

・ 児童生徒の変容を観察・記録します。 

↓  ↓   

Ｃ
（
Ｃ
ｈ
ｅ
ｃ
ｋ
） 

 Ｓｔｅｐ５ p.2-29 

授業を振り返る 

・ 次の時間の指導へ 

・ 次の単元（題材）へ 

 ○ この授業で児童生徒の個別の目標が達

成できたかな？ 

・ 児童生徒の学習状況の評価をします。 

○ 授業者としての反省点は何かな？ 

・ 単元（題材）を通して，児童生徒の変容を客

観的に見取ります。 

・ 授業実践を振り返り，授業に関する計画・内

容・方法等の評価をします。 

○ 前時の指導の反省点を今後に生かすと

すれば，どこを改善できるかな？  

・ 授業改善のために，具体的な児童生徒の姿や

反応を累積し，指導の良かった点や反省点を記

録しておきます。 

↓  ↓   

Ａ
（
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
） 

 Ｓｔｅｐ０ 

今後の計画を立てる 

・ 次の単元（題材）の計画 

・ 次年度の年間指導計画等の改善 

 ○ 今後の授業をよりよくしていくにはど

うしたらよいかな？ 

・ 次の単元（題材）の授業の改善点を確認し，

新たな計画を立てます。 

・ 反省を踏まえ，次年度の年間指導計画を作成

します。（カリキュラム・マネジメントの一部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実際に単元（題材）計画や学習指導案を作成する際は，Ｓｔｅｐの順番どおり

進まなかったり，Ｓｔｅｐを行ったり来たりすることもあります。各Ｓｔｅｐの

内容を参考に，目標から評価までの一貫性を意識しながら，自分の作成しやすい

順番で授業づくりにチャレンジしてみてください。 

授業づくりの際は，「授業づくりチェックシート」（p.2-49）を活用して，Ｓｔ

ｅｐごとに授業改善に向けたチェックをしながら進めましょう。 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善をする際は，授業改善の

視点（主体的・対話的で深い学び）（p.2-32～p.2-34）を参考にしてください。 

「
主
体
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で
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点
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授業づくりチェックシート 
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２
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Ａさん 

・ 知的障害 

・ ダウン症 

次のページから（p.2-7～p.2-14），教科別の指導「算数科」の授業づくりの

一例を示しました。 

B さん 

・ 知的障害 

C さん 

・ 知的障害 

・ ＡＳＤ 

第
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３
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２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
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た
指
導
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美田先生 

・ 春から，小学校勤務。特別支援学級（知的障害）担任。 

・ 今回は，「算数科」の授業づくりを行う。 

・ 担当は１年生。在籍児童は３人。 

授業づくりをやってみよう！ 

Ａさんに焦点を当て，一緒に授業づくりをしていきましょう。 

らしーんもガイドよろしくお願いしますね。 
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授業の構成図（教科別の指導） 
学習指導要領 

(各教科の育成を目指す資質・能力) 

(各教科の目標及び内容) 
      

年間指導計画 

(各教科の育成を目指す資質・能力) 

(各教科の目標及び内容)(指導内容・方法) 
 

      

      

児童生徒の実態 
 （身に付けている力，各教科の段階）  
 個別の教育支援計画，個別の指導計画  
     
      
児童生徒の実態から，指導する教科の段階を重視して，調整・見直し 

      
単元（題材）の目標 

(各教科の育成を目指す資質・能力) 

（各教科の目標及び内容） 
 

個別の目標 

(各教科の育成を目指す資質・能力) 

（各教科の目標及び内容） 

 指導内容・方法 

(各教科の目標及び内容) 
 

単元（題材）の評価規準 

(３観点) 
 

個別の評価規準 

(３観点) 
     

授業実践 
      

単元（題材）の評価 

(３観点) 
  個別の評価 

(３観点)   
      

授業の評価・改善 
      
  次の授業実践へ   

 
 
 

 

 

 

「教科別の指導」の授業づくりでは，児童生徒が身に付けている力に見合う各

教科の段階を重視して目標及び内容を調整・見直しをします。その上で，具体的

な単元（題材）の主な指導内容・方法を決めていきます。 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視
点 
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２
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２
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○○小学校 〇〇学級（知的障害特別支援学級） 年間指導計画一覧 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

「年間指導計画一覧」を見ると，他の単元（題材）や行事との関連が確認できま

す。次に，学習指導要領から「教科の目標及び内容」を確認し，児童生徒の実態（教

科の段階）に合わせて，具体的な単元（題材）の主な指導内容・方法を考えます。 

この２つを踏まえて，学校の教育活動全体や生活場面に即しながら，繰り返し指導

していくことにつなげていきましょう。 

事前の確認とは，どんなことをすればよいですか？ 

Ｓｔｅｐ０ 事前に確認する 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
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わ
せ
た
指
導
） 

授業づくりは，この単元（題材）はどんな学習をするのかを事前に確認すること

から始めます。まずは，学校の年間指導計画を基に，これから計画する単元（題

材）と他単元（題材）との関連，行事との関連等を確認しましょう。 

この学級の児童は，国語と算数は星本（☆本）を，音楽，図工は交流学級と同じ

１年生の教科書を使っています。国語，算数においては授業の際，学習活動で星本

（☆本）を使うと学習の効果があると思われる場面で使用していますよ。 

算数科年間指導計画 

※星本（☆本）…知的障害特別支援学校用 文部科学省著作教科書 
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 観察 
 A さんはどんな子かな？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認 
A さんが身に付けてきた力 

A さんに身に付けさせたい力 

 

 

 

 

 

 

観察するとき… 一緒に関わりながら観察したり，少し離れたところから他の教員や友達と関わるとこ

ろを観察したり，一人でいるときの過ごし方を観察したりします。 

確認するとき… 「保護者からの聞き取り」「本人の言動」「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」

「昨年からの引き継ぎ」「他の教員からの聞き取り」「検査の結果とその解釈」等を参考

にします。

Ｓｔｅｐ１ 実態を把握する 

・ 知的障害(ＩＱ○○)，

ダウン症 

・ ３までの数を言った

り書いたりすることが

できる。 

・ 課題に取り組む際に一人

で行うことが難しい場合，

教師が一緒に行っている。 

・ 歌を歌ったり，体を動か

したりすることを好む。 
・ 発語がある。人と関わること

が好き。 

・ 性格は明るく，友達の世

話をするのが好き。 

・ 指先が器用とは言

えない。 

・ 失敗したり，注意した

りするとその場から動

かなくなることがある。 

・ 母と買ってきたクッキ

ーを３個ずつ家族に配

ることができた。 

・ ３までの数字を書いた

り，指差ししたりして物を

数えることができた。 

・ ５までの数字の概念を身

に付けさせたい。 

・ 活動内容を実物や写真，手順表

などを見せると理解しやすい。 

・ 当番活動に意欲的

である。 

好きなこと・得意なこと 
性格 コミュニケーションの力 

苦手なこと・嫌いなこと 
運動機能 

行動 体力 

家庭での様子 

基本的な生活習慣 

興味・関心 

この単元で身に付けさせたい力 
これまでの学習の様子 

生活経験 

合理的配慮 

障害について 検査の結果 

認知特性 

医療的な配慮 

将来の夢・進路 

Ａさん 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

どうやって実態を把握すればよいですか？ 

児童生徒の障害の状態や個性は，一人一人異なります。そのため，授業づくりに

おいては，的確な実態把握が大切です。障害名や診断名を参考にしつつも，目の前

の児童生徒一人一人の姿を見つめましょう。例えば，休み時間に一緒に遊んだり，

話をしたりすることで，児童生徒の姿が見えてきますよね。 

算数科「かぞえめいじんになろう」をするに当たって，Ａさんの実態把握をし，

単元と関わりのある部分を抜き出してみたのが以下のものです。 
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・ 単元（題材）の目標を考える 

・ 単元（題材）の評価規準を考える 

・ 設定した単元（題材）の目標と評価規準の整理をする 

・ 単元（題材）の個別の目標を考える 

・ 単元（題材）の個別の評価規準を考える 

・ 単元（題材）計画を考える 
 

 

 

 

 

 

 

単元（題材）の目標を考える 

単元（題材）の目標は，育成を目指す資質・能力の三つの柱で設定します。ただし，「学びに向かう力，

人間性等」については学習指導要領に内容が示されていないものが多いので，その場合は，該当段階の

「学びに向かう力，人間性等」の目標を参考に作成します。 

単元（題材）の目標の表記 
観点別目標 文末例 

知識及び技能 ～ができる。分かる。 
理解する。身に付ける。 等 

思考力，判断力，表現力等 ～ができる。考える。 
広げる。 等 

学びに向かう力，人間性等 ～しようとする。親しむ。 
豊かにする。 等 

 

 

 

 

 

Ｓｔｅｐ２ 単元（題材）の構想を練る 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

特別支援学校，特別支援学級では，同じ学年であってもそれぞれの児童生徒に

見合う教科の目標及び内容の段階が異なることがあります。単元の目標を設定す

る場合は，多くの児童生徒に対応できる目標を設定します。集団の平均になりそ

うな段階の指導内容を基に考えると，様々な段階の児童に対応しやすいです。 

単元（題材）の構想を練るとは，何をすればよいですか？ 

目標の設定では，「特別支援学校小学部・中学部学習指導要領」の各教科の各段階の目

標及び内容を参考に設定します。外国語は教科の目標（英語を指導する場合は教科の目標

及び内容）を参考に設定します。特別支援学級で，小学校（中学校）の内容を行っている

場合は，小学校（中学校）学習指導要領の各教科の目標及び内容を参考に設定します。 

目標と評価規準の設定について，もっと詳しく知りたい場合は， p.2-36～p.2-45 を是

非読んでくださいね。 

単元（題材）の構想を練る際には，この単元における児童生徒の「育成を目指す

資質・能力」は何かを考えながら，以下の内容を検討します。 

（参考文部科学省国立教育政策研究所教育課程研究センター「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」， 

文部科学省「特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料」） 
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単元（題材）の評価規準を考える  

指導目標が達成される具体的な姿を考え，学習評価を行うための評価規準を設定します。特別支援学

級で，小学校（中学校）の内容を行っている場合は，小学校（中学校）学習指導要領の各教科の目標及

び内容を参考に設定します。 

 

評価規準の表記 
評価規準 文末 

知識・技能 ～している。 
思考・判断・表現 ～している。 

主体的に学習に取り組む態度 ～しようとしている。 
※ 各教科の文末表記について，詳しくは「特別支援学校小学部・中学部学習評価参考資料」でご確認

ください。 
 

単元（題材）の目標及び評価規準の設定例 

例：算数科 単元名「かぞえめいじんになろう」（さんすう☆☆(1) 文部科学省）２段階 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

内

容 

Ａ 数と計算 

(ア)○ウ ものの集まりや数詞と

対応して数字が分かる

こと。 

Ａ 数と計算 

(イ)○ア 数詞と数字，ものとの関

係に着目し，数の数え方

や数の大きさの比べ方，

表し方について考え，そ

れらを学習や生活で興

味をもって生かすこと。 

（２段階の目標） 

Ａ 数と計算 

ウ 数量に関心をもち，算数で

学んだことの楽しさやよさ

を感じながら興味をもって

学ぶ態度を養う。 

 年間指導計画上の単元の目標 →  

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

単
元
の
目
標 

ものの集まりや数詞と対応し

て数字が理解できる。 

数詞と数字，ものとの関係に着

目し，数の数え方や数の大きさ

の比べ方，表し方について考

え，それらを学習や生活で興味

を持って生かすことができる。 

ものの集まりや数詞に関心を

持ち，数の数え方や数の大きさ

の比べ方，表し方のよさを感じ

ながら，興味を持って学ぼうと

する。 

    

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
単
元
の
評
価
規
準 

牛乳やストローの集まり，それ

ぞれの数詞と対応した数字が

分かっている。 

牛乳とストローの関係におい

て，数の数え方や数の大きさの

比べ方，表し方について考え，

学習や生活の場面に応じて考

えている。 

牛乳やストローを数える活動

において，ものの集まりや数詞

に関心を持ち，生活や学習に活

用しようとしている。 

 

 

 

 

 

内容は学習指導要領に

載っています！ 

児童生徒の実態を踏まえつつ，単元（題材）の指導方法・内容をおおまかにイ

メージします。その上で，評価規準は，単元（題材）の最後にどのような姿が見

られるかを想像して考えます。目標と評価規準は，単元（題材）を構想している

ときに振り返り，適宜修正します。 

「学びに向かう力，人間性等」の評価規準を設定する際，観点が「主体的に学

習に取り組む態度」に変わる理由については，p.2-36 を見てください。 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 
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設定した単元（題材）の目標と評価規準の整理をする 

単元（題材）の目標と評価規準を設定する際は，「目標・評価規準設定シート」（p.2-46）を活用して

整理しておくと，教員間で共通理解が図りやすくなります。 

 

 

   
学年 

 〇〇 

組 
学級 

教科等： 算数 
目標・評価規準
設定シート 

単元（題材）名 かぞえめいじんになろう ７ 時間扱い 

期 間 令和〇年〇月〇日（〇）～〇月〇日（〇） 場 所 教室 

児童生徒の
実態 

・１学級３名 
・集中できる時間は短い。興味のある活動は離席しないで行うことができる。 
・３までの具体物を数えられる。感覚的に数の大小は分かる。数の比較は難しい。２

段階（Ａさん，Ｂさん） 
・２０までの具体物を間違えずに数えることや比べたりすることができる。３段階（C

さん） 

目 標 
 

※ 年間指導

計画の目標

から児童生

徒の実態に

応じて，適

宜修正 

ものの集まりや数詞と対応した数字の意味が理解できる。   〔知識及び技能〕 

数詞と数字，ものとものとの関係に着目し，数の数え方や数の大きさの比べ方，表
し方について考え，それらを学習や生活で興味を持って生かすことができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

ものの集まりや数詞に関心を持ち，数の数え方や数の大きさの比べ方，表し方のよ
さを感じながら，興味を持って学ぼうとする。   「学びに向かう力，人間性等」 

扱う教科の 
内容 

算数 Ａ 数と計算（ア）○ウ ，（イ）○ア ，ウ ２段階 

評価規準 

 牛乳やストローの集まり，それぞれの数詞と対応した数字が分かっている。 
  （知識・技能） 

牛乳とストローの関係において，数の数え方や数の大きさの比べ方，表し方につい
て考え，学習や生活の場面に応じて考えている。      （思考・判断・表現） 

牛乳やストローを数える活動において，ものの集まりや数詞に関心を持ち，生活や
学習に活用しようとしている。         （主体的に学習に取り組む態度） 

 

 

 

 

 

 記入例 
第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

Ａさん 

・ 知的障害 

・ ダウン症 

B さん 

・ 知的障害 

C さん 

・ 知的障害 

・ ＡＳＤ 
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単元（題材）の個別の目標を考える 

単元（題材）の個別の目標は育成を目指す資質・能力の三つの柱で設定します。ただし，

「学びに向かう力，人間性等」については学習指導要領に内容が示されていないものが多い

です。その場合は，該当段階の「学びに向かう力，人間性等」の目標を参考に作成します。 

 

 

 

 

単元（題材）の個別の評価規準を考える 

 単元（題材）の個別の目標を踏まえて，単元（題材）の個別の評価規準を設定します。目標が達成さ

れる具体的な姿を考え，学習評価を行うための評価規準を設定します。 

単元（題材）の個別の目標及び評価規準の設定例 

例：算数科 単元名「かぞえめいじんになろう」（さんすう☆☆(1) 文部科学省）２段階 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 

内

容 

Ａ 数と計算 

(ア)○ウ ものの集まりや数詞と

対応して数字が分かる

こと。 

Ａ 数と計算 

(イ)○ア 数詞と数字，ものとの関

係に着目し，数の数え方

や数の大きさの比べ方，

表し方について考え，そ

れらを学習や生活で興

味をもって生かすこと。 

（２段階の目標） 

Ａ 数と計算 

ウ 数量に関心をもち，算数で

学んだことの楽しさやよ

さを感じながら興味をも

って学ぶ態度を養う。 

 

 知識及び技能 思考力，判断力，表現力等 学びに向かう力，人間性等 
単
元
の
個
別
の
目
標 

５までのものの集まりや数詞

と対応した数字の意味が理解

できる。 

５までの数詞と数字，ものと

の関係に着目し，数の数え方や

数の大きさの比べ方，表し方に

ついて考え，それらを学習や生

活で興味を持って生かすこと

ができる。 

５までのものの集まりや数詞

に関心を持ち，数の数え方や数

の大きさの比べ方，表し方のよ

さを感じながら，興味を持って

学ぼうとする。 

 単元の評価規準→   

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

単
元
の
個
別
の
評
価
規
準 

牛乳やストローの集まり，それ

ぞれの数詞と対応した５まで

の数字が分かっている。 

牛乳とストローの関係におい

て，５までの数の数え方や数

の大きさの比べ方，表し方につ

いて考え，学習や生活の場面に

応じて考えている。 

牛乳やストローを数える活動

において，５までのものの集

まりや数詞に関心を持ち，生活

や学習に活用しようとしてい

る。 

 

 

学習指導要領では，２段階は 10 までの数について身に付くよう指導し

ます。Ａさんは３まで身に付いています。実態を考えると，この単元で

10 まで身に付けることが難しいと考え，５までの数を身に付けることを

ねらっています。 

単元の個別の目標や評価規準を設定する際にも，「目標・評価規準設定シート」

（p.2-46）を活用することができます。 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

内容は学習指導要領に

載っています！ 
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単元（題材）計画を考える 

 「単元（題材）の目標」と「単元（題材）の個別の目標」を踏まえて，単元（題材）計画を考えます。

その際，「単元構想シート」（p.2-47）を活用し, 考えやすい項目から，単元（題材）を計画していきま

す。 

 

 

 

 

 

   
学年 
 

 
〇〇 

組 
学級 教科等： 算数 単元構想シート 

単元（題材）名 かぞえめいじんになろう ７ 時間扱い 

期 日 令和〇年○月○日～○月○日 場 所 教室 

目 標 

ものの集まりや数詞と対応した数字の意味を理解できる。   〔知識及び技能〕 

数詞と数字，ものとの関係に着目し，数の数え方や数の大きさの比べ方，表し方に
ついて考え，それらを学習や生活で興味を持って生かすことができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

ものの集まりや数詞に関心を持ち，数の数え方や数の大きさの比べ方，表し方のよ
さを感じながら，興味を持って学ぼうとする。   「学びに向かう力，人間性等」 

メインの 
学習活動 

学級での当番活動である牛乳配りを想定した課題で，10 まで数えられるようになる。 

おおまかな活動の流れ 主な手立て 
扱う教科の 

内容 
１次 既習事項の振り返り（３まで）（１時間） 
 ・牛乳を数える（５まで） 
 
２次 牛乳とストローを数える（５まで）（３時間） 
 ・牛乳だけを数える 
 ・ストローだけを数える 
 ・牛乳とストローを組にして置く 
 
３次 牛乳とストローを数える（10 まで）（２時間） 
 ・牛乳だけを数える 
 ・ストローだけを数える 
 ・牛乳とストローを組にして置く 
 
４次 まとめと振り返り（１時間） 

・実際の給食場面を想定し，牛乳とストローを数えて
置く 

 
 

○導入の工夫 
・既習事項の確認 
・ＩＣＴを活用し

て，学習課題を
拡大提示 

○意欲付け 
・実際の生活場面

に即した課題 
・具体物を使用 
・「数え名人カー

ド」にシールを
貼って賞賛 

 
○振り返りの工夫 
・活動の様子を振

り返る映像の活
用 

算数 Ａ 数と計算 

 

 記入例 

一人一人

の実態に合

わせて，ど

んな手立て

が必要？ 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

単元計画を考える際は，「授業改善の視点」（主体的・対話的で深い学び）（p.2-32 

～p.2-34）にある「授業改善に向けた教師の手立て（例）」を活用して主な手立てを

考えてみてください。 

目標を達成するには，どんな

学習活動を設定する？そして，

どんな教材を準備する？ 
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※ここからは「教科別の指導」「各教科等を合わせた指導」に分けず，共通の内容
になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 本時の目標及び評価規準を考える。 

 ・ Ｓｔｅｐ２で考えた単元（題材）の構想（「目標・評価規準設定シート」「単元構想シート」）を基

に，「本時の目標及び評価規準」を設定します。教科によっては，１時間ごとに目標や評価規準を設

定する場合があります。数時間単位の小単元（題材）ごとに目標を設定する場合でも，常に児童生

徒の学習の様子を見て，以降の授業や指導に生かすことを心掛けます。 

・ 毎時間，「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点につい

て評価することは現実的ではありません。構成した単元（題材）に応じてバランスよく評価します。

１時間の授業で，全ての観点を評価するのではなく，１～2 項目に絞って設定することが多いです。 

・ 単元（題材）の２時間目以降は，前時までの学習活動の様子を基に修正することも考えられます。 

 

② 本時の個別の目標及び評価規準を考える。 

・ 「本時の目標」として設定した目標に合わせ，一人一人の実態に合わせて具体的に考えます。 

・ 「個別の指導計画」の目標を関連させます。 

・ 特別支援学校，特別支援学級では，その授業の目標が達成できたかどうかは，個々の児童生徒の

「個別の目標」の達成度によって決まります。 

・ １単位時間ごとの個々の学びをより丁寧に見ていくことができるように，１単位時間ごとの「個

別の目標」に対する「個別の評価規準」が重要になります。 

 

 

 

 

 

① 本時の目標及び評価規準を考える。 

② 本時の個別の目標及び評価規準を考える。 

③ 本時の指導過程を考える。 

④ 本時の具体的な個別の支援を考える。 

Ｓｔｅｐ３ １単位時間ごとの授業の構想を練る 

児童生徒の「個別の指導計画」に設定されている自立活動や各教科等の目標の達

成に向けて，「個別の目標」が設定されます。 

その際，「１単位時間ごとの個別目標」は，スモールステップで達成させたい内容

を，考えてみるとよいですよ。 

第
１
章 

第
２
章
（
教
科
別
の
指
導
） 

第
３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

１単位時間の授業の構想を練るには，どのようにすればよいですか？ 

１単位時間ごとの授業の構想を練る際には，本時において具体的にど

のような指導や支援をしようか考えながら，以下の流れで行います。 



            第２章 ○や ってみよう！授業づくり（実践編）             

2-25 

○本時の目標と評価規準の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の個別の目標 

 

本時の評価規準 

本時の個別の評価規準 

本時の目標と同じ観点で記述 
「個別の指導計画」との関連 

例：算数科「かぞえめいじんになろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の目標 

本時の目標 

・ ５までのものの集まりと数詞を対

応して数えることができる。     

〔知識及び技能〕 

本時の個別の目標 

・ ５個までの牛乳を数唱しながら数えること

ができる。        〔知識及び技能〕 

 

 

 

「個別の指導計画」との関連 
算数の目標 
・ ５までの数の理解を深める。 

本時の評価規準（省略） 

本時の個別の評価規準 

・ 一対一対応をしながら，５個までの牛乳を

数えている。        （知識・技能） 

第
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章
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科
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の
指
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「教科別の指導」では，「個別の目標」に対する「個別の評価規準」は，個別の目

標に関して具体的に「何ができれば，目標を達成した姿と言えるか？」を考えて設定

します。 

まずは，「教科別の指導」について一緒に考えてみましょう。 

「教科別の指導」の算数科「かぞえめいじんになろう」第

１時の目標と評価規準，指導過程を考えてみました。 
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③ 本時の指導過程を考える。 

 ・ 略案等に具体的に書き表して，指導の流れ等をイメージしやすくします。 

 

○ 算数科の略案 

 

〇〇学級 算数科「かぞえめいじんになろう」略案 

日 時 令和○年○月○日○：○○～○：○○ 

場 所 〇〇学級 教室    

指導者 ○○ ○○     

単元（題材）名 かぞえめいじんになろう １時間目／７時間扱い 

本時の 

目 標 
・５までのものの集まりと数詞を対応して数えることができる。 〔知識及び技能〕 

扱う教科の 

内容 
算数 Ａ 数と計算 

段階 

学習活動 

○主な発問  ・指示 

◆予想される児童の反応 

指導上の留意点 備考（準備物等） 

 

 

 

導

入 

 

 

 

 

 

 

10 

分 

１ 始めの挨拶をする。 

 

２ 本単元の学習内容を知る。 

・動画を見ます。 

◆静かに見ている。 

◆早くやりたくてウズウズして

いる。 

 

３ 既習事項を振り返る。 

・３までのものを数えます。 

 ◆指さしに合わせて数を数え

る。 

 ◆Ｂさんは，発語はないが，指

さしをして数える。 

 

４ 本時のめあてを知る。 

 

 

 

・今日のめあてを読みます。 

 ◆みんなで一緒に声を出して読

む。 

日直に注目するよう促す。 

 

今まで給食の手伝いをしてくれた

６年生からのメッセージ動画を使用

し，本単元の課題を提示する。 

 Ａさんの学習に取り組みたい気持

ちに共感し，意欲を高める。 

 

みんなが注目できるように，課題を

拡大提示する。 

指さしをする児童（Ｂさん）と数唱

をする児童（ＡさんとＣさん）で協力

しながら数えることで，児童同士の学

び合いを促す。 

 

クラスの人数である５人分を配る

課題を提示する（児童３人，担任，支

援員分）。 

 

みんなの声に合わせて指さしする

ようＢさんを支援する。 

 

 

電子黒板 

タブレット端末 

動画 

 

 

 

ストロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
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２
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３
章 

第
２
章
（
各
教
科
等
を
合
わ
せ
た
指
導
） 

略案シート 

ぎゅうにゅうを 

かぞえよう。 

記入例 
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例：生活単元学習「目指せ！お買い物達人！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時の個別の目標 

・ レジで，買う品物に対して，必要な金額を

準備し，支払いをすることができる。 

〔知識及び技能〕 

・ レジで，店員役やお客役と言葉を交わしな

がらやり取りすることができる。 

    〔思考力，判断力，表現力等〕 

 

 

 

 

 

 

本時の目標 

・ 決められた品物を選び，必要な金額

を用意して買い物をすることができ

る。       〔知識及び技能〕 

・ 店員役とお客役に分かれ，買い物

のやり取りをすることができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

 

「個別の指導計画」との関連 
自立活動の目標 
・  

心理的な安定(1)(3) 
コミュニケーション(1)(5) 

本時の評価規準（省略） 
本時の個別の評価規準 

・ ちょうどの金額を一人で支払っている。 

         （知識・技能） 

・ 自ら「お願いします。」「ありがとうござい

ました。」などの言葉を添えてやり取りをし

ている。      （思考・判断・表現） 

次は，「各教科等を合わせた指導」について一緒に考えてみましょう。 

「各教科等を合わせた指導」では，「個別の目標」が単元（題材）の目標と同様に具

体的に設定されています。 

「個別の評価規準」は，目標と同じ内容が設定されることもあります。個別の目

標に関して，更に具体的に「何ができれば，目標を達成した姿と言えるか？」を考

えて設定する場合もありますよ。 

「各教科等を合わせた指導」の生活単元学習「目指せ！お買い物

達人！」第７時の目標と評価規準，指導過程を考えてみました。 
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③ 本時の指導過程を考える。 

 ・ 略案等に具体的に書き表して，指導の流れやＴ・Ｔの役割分担などをイメージしやすくします。 

 

○ 生活単元学習の略案 

 

小学部 ４年１組 生活単元学習「目指せ！お買い物達人！」略案 

日 時 令和○年○月○日○：○○～○：○○ 

場 所 小学部４年１組 教室 

指導者 ○○ ○○（Ｔ１） 

○○ ○○（Ｔ２） 

 

④ 本時の具体的な個別の支援を考える。 

 ・ １単位時間ごとの授業について，「個別の目標」を達成するための具体的な支援を考えます。 

 

 

 

 

 

単元（題材）名 教室スーパーでお買い物チャレンジ！ ７時間目／10 時間扱い 

本時の 

目 標 

・決められた品物を選び，必要な金額を用意して買い物をすることができる。 

〔知識及び技能〕 

・店員役とお客役に分かれ，買い物のやり取りをすることができる。 

〔思考力，判断力，表現力等〕 

扱う教科の 

内容 

生活キ 手伝い・仕事，生活ク 金銭の扱い 

国語Ａ 聞くこと・話すこと，国語ア 言葉の特徴や使い方 

算数Ａ 数と計算 

段階 学習活動 指導上の留意点 備考（準備物等） 

導 

入 

５ 

分 

１ 始めの挨拶をする。 

 

２ 本時の学習内容を知る。 

・日直の合図に合わせるように声掛

けをする。 

・Ｃさんには，学習計画表に着目させ

る。（Ｔ２） 

 

 

学習カレンダー 

学習計画表 

展 

開 

30 

分 

３ お買い物チャレンジ 

①動画や表を見て役割内容を確

認する。 

②店員と客役を決める。 

③役割を交代する。 

・買い物の手順を口頭で質問しなが

ら確認する。 

・適時手順表を見るよう促したり，活

動をやり直させたりする。 

・Ｄさんには動画に注目するように

促す。（Ｔ２） 

タブレット端末 

プロジェクター 

顔写真カード 

品物，レジ籠 

硬貨，レシート 

手順表 

指導過程や個別の支援を考える際は，常に児童生徒の実態を頭に浮かべながら，

考えてみましょう。また，「授業改善の視点」（主体的・対話的で深い学び）（p.2-

32～p.2-34）を参考にしてみてください。 

略案に，基本的には決まった形式はありませんが，「みやぎ授業づくりガイド」

で用いている「略案シート」（p.2-48）を活用してみてください。 
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略案シート 記入例 
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視点① この授業で児童生徒の個別の目標は達成できたか？ 
・ 児童生徒の学習状況を，児童生徒の様子（表情，反応，声の大きさ，動作等）から評価します。 
 

 

 

 

 

 

○ 「教科別の指導」の場合は，「『各教科』における学習評価の進め方例（小学校・中学

校高等学校）」（p.2-31）を参考にしてください。 

○ 「各教科等を合わせた指導」の場合は，単元（題材）の評価と単元（題材）で扱う教科

の評価をします。 
 

例：小学部 生活単元学習「目指せ！お買い物達人！」 D さん 

単元の個別の目標 
扱う教科の実態 

(教科名・段階・内容のまとまり) 

買い物の手順を理解し，金銭を用いて一人で買い物を

することができる。〔知識及び技能〕 

生活・3・ク金銭の扱い・(イ) 

国語・3・A 聞くこと・話すこと・オ 

レジで店員と買い物に必要なやり取りを一人でするこ

とができる。〔思考力，判断力，表現力等〕 

算数・3・A 数と計算・イ(イ)○ア  

普段関わりの少ない人と関わることの緊張を乗り越

え，教師の促しがなくても進んで買い物をしようとする。

「学びに向かう力，人間性等」 

生活・2・段階の目標ウ 

※自立活動・心理的な安定(1)(3) 

                      ↓ 

単元の個別の評価規準 
扱う教科の個別の評価 

(教科名・段階・内容のまとまり・内容) 

指定された品物を見付け，かごに入れてレジに持って

いき，店員とやり取りしながらお金を支払うことができ

た。（知識・技能） 

生活・3・ク金銭の扱い・(イ) 

国語・3・A 聞くこと・話すこと・オ 

 示された金額を見て，自分で判断しその金額より多い

お金を 10 円玉で払うことができた。（思考・判断・表現） 

算数・3・A 数と計算・イ(イ)○ア  

Ｓｔｅｐ５ 授業を振り返る 

［評価の根拠となるもの・材料とするもの］ 

・ 発達段階に応じて，振り返りシートを記入したり，タブレット端末等で質問に答えたりする

様子。 

（文字を書くことが苦手な児童生徒には，気持ちや表情，到達状況を表すイラストやマークを使用する。） 

・ 児童生徒が写真や動画を見て，自分の変容に気付いたときの言動。 

・ 児童生徒が授業の終結部分で発表した，感じたことや考えたことの内容。 

授業を振り返るポイントは何がありますか？ 

授業が終了したら，次の授業に向けて，以下の４つの視点で振り返りをしましょう。 
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 練習を重ねることで買い物の仕方を覚え，校外学習で

は，落ち着いてやり遂げ，無事に終えたときには笑顔が見

られた。（主体的に学習に取り組む態度) 

生活・2・段階の目標ウ 

※自立活動・心理的な安定(1)(3) 

 

 

 

 

【留意点】・ 単元の個別の評価では，児童生徒ができたこと，伸びたことを見取っていきます。当然，

扱う教科の個別の評価には児童生徒ができたこと，伸びたことを教科の目標及び内容を段

階まで示しています。 

    ・ 変容が見られなかった場合は，学習の過程や可能性を記録し，次の指導に生かします。 

     ・ 「自立活動の指導（p.1-10）」は，各教科等の指導とも密接な関わりがあり，「各教科等を

合わせた指導」の中で行うこともあります。そのため，単元（題材）で自立活動に関する変

容が見られた場合，評価として記録します。 

 
視点② 授業者として，実施した授業の良かった点や反省点は何だったか？ 

・ 単元（題材）を通して，児童生徒の変容を客観的に見取ります。 
・ 授業実践を振り返り，授業に関する計画，内容，方法等の評価をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
視点③ 指導の良かった点は，今後どのような指導に生かすことができる

か？ 
 
視点④ 指導の反省点を今後に生かすとすれば，どこを改善できるか？  
 

 

 

 

 

 

授業改善のためには，具体的な児童生徒の姿や反応を累積して変容を見なが

ら，次の授業を考えていくことが大切です。「授業改善の視点」（主体的・対話的

で深い学び）（p.2-32～p.2-34）を挙げました。児童生徒の評価に活用してみて

ください。 

［評価の視点] 

・ 授業のねらいは達成できたか？ 

・ この授業で児童生徒の「資質･能力」の目標を達成させることができたか？ 

［評価方法（例）］ 

・ 授業の様子を撮影して振り返る。 

 授業者自身→自分の話し方，指示の出し方の「くせ」に気付くとよい。 

       「はい」「うん」などの相づちの打ち方等も確認。 

       児童生徒に寄り添うときの立ち位置，背後からか，横からか 等 

 Ｔ・Ｔ→役割は明確になっていたか，配置や動線はどうだったか 等 

・ 授業を参観してもらう（校内研究などで）。 

・ 授業分析をする。 

Ｔ・Ｔなど複数の教員で授業を行っている場合，テーマを絞って話し合う。 

「各教科の内容表」（p.3-25）で確認してみてください。 
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参考  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（文部科学省 国立教育政策研究所教育課程研究センター      

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」） 

 

※ 上記「生徒」の記述は，小学校では「児童」 

※ 上記「単元」の記述は，「図画工作」，「美術」，「音楽」，「技術・家庭」，「芸術（音楽，美術，工芸）」

の場合では「題材」 

 

「各教科」における学習評価の進め方の例 
（小学校，中学校，高等学校） 
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授業改善の視点 

主体的な学び
をしている時
の知的障害の
ある児童生徒
の 具 体 の 姿
（例） 

［学ぶことに興味や関心を持っている姿］ 
・ 教師や友達の活動，提示した物を目で追ったり触ろうとしたりしている。 
・ 教師や友達の活動をまねたり，一緒に取り組んだりしている。 
・ 積極的な発言や「なぜ」「知りたい」などの発言が見られる。 

 
［自己のキャリア形成の方向性と関連付けている姿］ 

・ 「もっとしたい」「できるようになりたい」「できるようになった」という思い
を表現している。 

 
［見通しを持っている姿］ 

・ 次の活動をイメージした行動をしている。 
 
［粘り強く取り組んでいる姿］ 

・ 課題を繰り返し行ったり，粘り強く取り組んだりしている。 
・ もっと良い方法を探ろうとしたり，解決方法を考えたりしている姿が 

が見られる。 
 
［自己の学習活動を振り返って次につなげる姿］ 

・  自分の良かったところ，次にやってみたいことを話したり，表現したりしている。 

授業改善に向

けた教師の手
立て（例） 

［題材の工夫］ 
・ 得意なことから始め，もう少しでできそうなことに挑戦できるようにする。 
・ 児童生徒の生活経験などから，具体的にイメージできる題材を用意する。 

 
［提示の工夫］ 

・ 授業の導入で，期待を持たせる工夫をする。 
・ 見え方に配慮した位置や大きさにしたり， 

タイミングや間，見せ方を工夫したりする。 
・ 言葉だけでなく，写真や具体物を提示する。 

 
［自己選択・自己決定の場］ 

・ いくつかのものから， 
選択できるような題材にする。 

 
［キャリア形成の視点］ 

・ 憧れの仕事，身近な仕事，などに触れる機会を多く設け，その仕事に就くには
どんな力を身に付けたらよいか考えられるようにする。 

 
［見通しを持たせる工夫］ 

・ 授業の導入での見通しが持たせることができるように，授業の内容・順番を視
覚化する。 

・ 授業の最後に振り返りカードなどで，その時間の振り返りと次の目標を関連
付けていく。 

・ 単元（題材）や授業の中で身に付けたい力(めあて・目標)を明確に示し，意識
付けする。 

 
［時間の確保］ 

・ 児童生徒の考える時間，活動時間を確保する。 
 
［称賛の工夫］ 

・ できたら，称賛を繰り返したり，シールなどで賞賛を可視化したりする。 
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指導方法を考えるときの

ヒントにしてください。 

指導目標や評価規準を設定するときの

ヒントにしてください。 

(主体的・対話的で深い学び) 
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対話的な学び
をしている時
の知的障害の
ある児童生徒
の 具 体 の 姿
（例） 

［子供同士の協働を通じ，自己の考えを広げ深めている姿］ 
・ 友達が話しているところを見たり，聞いたり，うなずいたりしている。 
・ 他の児童生徒の作品に関心を持っている。 
・ 児童生徒同士が話し合ったり，意見の交換をしたりしている。 
・ 話合いで，自分の考えを広げている。 

 
［教職員との対話を通じ，自己の考えを広げ深めている姿］ 

・ 教職員が話しているところを見たり，言葉を聞いたりしている。 
・ 教職員の質問に答えたり，対話したりしている。 

  
［地域の人との対話を通じ，自己の考えを広げ深めている姿］ 

・ 地域の人や自分に関わりのある人と触れ合ったり，会話したりしている。 
 
［先哲の考え方を手掛かりに考えている姿］ 

・ 映像や本を通して，先人や作者の思いや考えに触れている。 
・ 映像や本を通して，登場人物の思いや行動に触れている。 
・ 教職員や関わりのある人との対話を通じて，考えている。 

 
［対話を通じ自己の考えを広げ深めている姿］ 

・ 発語はないが，音や匂い，触覚などの外的な刺激に反応している。 
・ 友達や教職員・地域の人との対話を通じて，自分の考えを広げ深めている。 

授業改善に向
けた教師の手
立て（例） 

［表現の方法］ 
・ 考えを音声言語や文字で表現するのが難しい場合は，表情や言葉を表すカー

ドやＩＣＴを用いる。 
・ 言葉だけでなく，音や絵等の作品など様々な表現方法を取り入れる。 
・ 感じたことを，拍手の数や動作，ジェスチャーで表現し合う。 

 
［選択の機会の設定］ 

・ 語彙が少ない場合は，いくつかの言葉を示し，そこから選択できるようにす
る。 

・ いくつかの選択肢から「みんなですることを決めよう」と選べるようにする。 
 
［感受の仕方］ 

・ 互いの学ぶ姿や作品が見えるようにする。 
・ 考えや思いを伝え合う活動を取り入れる。 

 
［場の設定］ 

・ 買い物学習，職場訪問など多くの人と触れ合える機会を設ける。 
・ ゲストティーチャーとして，地域の人と触れ合えるような機会を設ける。 

 
［教材の工夫］ 

・ 児童生徒の段階に応じて関心を抱きやすい教材を用意する。 
・ 季節や時期に関する先哲の言葉やエピソードなどを紹介する。 

 
［言語化］ 

・ 発語が厳しいときは，教師が児童生徒の考えを代弁したり，言語化したりす
る。 

・ 微細な変化も取り上げ，言語化する。 
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深い学びをし

ている時の知

的障害のある

児童生徒の具

体の姿（例） 

［各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働かせている姿］ 

・ 学んだことを働かせながら生活の中で生かそうとしている。 

・ 学んだことを生活の中で働かせている。 

 

［知識を相互に関連付けてより深く理解している姿］ 

・ 学んだことを次の授業や活動に生かしている。 

・ 友達と話し合い，よりよい考えを持つ。 

 

［情報を精査して考えを形成している姿］ 

・ いくつかの情報を精査して，自分の考えを持つ。 

・ 習得した知識を結び付けて，社会の中で生きて働く力を身に付ける。 

 

［問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向

かおうとしている姿］ 

・ 問題や課題の解決策を考える。 

・ 新しい方法を考えている。 

授業改善に向

けた教師の手

立て（例） 

［教材の工夫］ 

・ 学習したことを生活の中で生かせるように，掲示物や用具に工夫をする。 

 

［見方・考え方］ 

・ 各教科等の見方・考え方を働かせることの学習場面を，計画的に設定する。 

 

［日常生活との関連］ 

・ 季節や行事の中で学んだことを発揮できる機会を，意図的に設ける。 

・ 児童生徒が日常生活の中で学んだことを生かせたときに，称賛し，意欲を付け

ていく。 

・ 学んだことを他の教員や家庭と連携して，他教科や日常生活と関連付ける。 

 

［発問の工夫］ 

・ 学んだことや発展したことに出会ったときは「どうしたらいいかな」と投げ掛

ける。 

・ 校内の植物や季節の掲示物などに変化があったときに「なぜかな」「どうして

かな」と投げ掛ける。 

特支小中学習指導要領解説総則編 p.8 に「深い学びの鍵として『見方・考え方』

を働かせることが重要になる」とあります。各教科の見方・考え方は，その教科

等ならではの物事を捉える考え方です。児童生徒が学習や人生において，「見方・

考え方」を自在に働かせることができるようにすることが大切です。 
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（国立教育政策研究所「主体的・対話的で深い学びを実現する授業改善の視点について」， 

独立行政法人教職員支援機構「アクティブ・ラーニング研修プログラムモデル～主体的・対話的で深い学びの実現のために～」）を基に作成 


